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（一社）日本ロボットシステムインテグレータ協会
第1回　ロボットSI検定新3級試験　団体受験　申込フォーム


本申込フォームは、団体受験用です。個人でお申込みする方は、一般用の申し込みフォーマットを使用してください。
「団体受験　受験案内」をご確認のうえ、本申込フォームを記載の上、メールまたはFAXにて試験事務局まで送信をお願いします。
団体受験　受験案内はこちら：
https://si-kentei.com/doc/annai2025n3.pdf
【申込フォーム送信先】
ロボットＳＩ検定事務局（日本ロボットシステムインテグレータ協会内）
MAIL：sier@jarsia.jp　　　FAX：03(6453)0132 　　　　

１．団体試験責任者様の情報をご入力ください。（受験に際し、検定事務局と連絡をとる方）
	団体名（必須）
	

	所属・役職（必須）
	

	お名前（必須）
	

	電話番号（必須）
	

	メールアドレス（必須）
	

	団体連絡先住所（必須）
	〒




２．試験当日は、ロボットを使用しての講義を行っている教員等、ロボットに関し熟知している担当者1名に試験をサポートしていただきます（ロボットのトラブル対応等）。試験サポート担当者1名の方の情報をご記入ください。
	団体名（必須）
	

	所属・役職（必須）
	

	お名前（必須）
	

	電話番号（必須）
	

	メールアドレス（必須）
	

	サポート担当者としての要件を満たしている理由・経験等（必須）
	



３．団体受験お申込内容をご記入ください。
	受験人数※（必須）
	

	受験者リスト（必須）
	指定のExcelへ受験者を記載してください。
Excelはこちらかダウンロードできます。：
https://si-kentei.com/doc/list2025n3.xlsx

	第一希望試験日（必須）
	●月●日●曜日　●時～●時

	第二希望試験日（必須）
	●月●日●曜日　●時～●時

	第三希望試験日（必須）
	●月●日●曜日　●時～●時

	試験会場名（必須）
	

	会場所在地（必須）
	〒


	会場の広さ（必須）
	＜学科試験＞
●㎡×●㎡、スクール形式で椅子●席分、など。
＜実技試験＞
●㎡×●㎡、スクール形式で椅子●席分、など。

	現在お持ちの試験機材数（必須）
	●セット
	[image: ]試験機材


団体申込には10名以上必要。但し、2027年3月31日までは教育機関に限り5名。

４．団体受験への申し込みには、次の申込条件を満たす必要があります。
　　条件を満たしているかチェックいただき、懸念点などがある際には備考欄に追記ください。
	ア）申込対象について

	チェック
	条件
	備考・連絡事項など

	☐	団体受験を行うにあたり、適切な責任者がいる。
	

	☐	1回の受験者数が10名以上である（教育機関に限り2027年3月31日までは5名）。
	

	イ）学科試験について

	チェック
	条件
	備考・連絡事項など

	☐	学科試験実施にあたり、受験会場はスクール型の教室あるいは会議室等を、試験準備～試験終了までの1時間程度確保できる。（事前説明15分、試験時30分）
	

	ウ）実技試験について

	チェック
	条件
	備考・連絡事項など

	☐	試験機は6軸多関節ロボットを使用する。　※試験事務局認定のシミュレーション機器（実際のティーチングペンダントが接続されている、検定試験用モデルが取り込まれたシミュレーター）での受験も可能。
	

	☐	試験機の中には原点復帰プログラムのみ入れている。
	

	☐	試験機のハンド開閉のI/O設定は事前に提出する。
	

	☐	試験機材（試験事務局より貸出）を設置できる。
	

	☐	試験機材のワークを掴むことができるハンドがある。
	

	☐	実技試験は、ロボット1台につき1時間で2名実施することが可能であるため、台数により、1日で試験できる人数が変動することを理解したうえで、試験スケジュールを組む。
	

	エ）人員について

	チェック
	条件
	備考・連絡事項など

	☐	当該ロボットを使用しての講義を行っている教員等、ロボットに関し熟知している担当者が1名試験をサポートできる。
	

	☐	試験の運営及び採点については、試験事務局から派遣する検定監督官の指示に従いながら進める。
	

	オ）会場について

	チェック
	条件
	備考・連絡事項など

	☐	試験会場、及び試験サポートが可能なロボットに関して熟知した担当者1名の人員を確保できている。
	

	☐	適切な採光と静粛性を確保し受験者が試験に集中できる環境を整えることができる。
	

	☐	試験中、受験者同士の間隔が前後左右1メートル程度確保できる。
	



５．実技試験で用いる6軸多関節ロボットについて教えてください。
	ロボットメーカー
	型式
	試験での使用台数

	
	
	

	
	
	

	
	
	



６．試験会場ついて、以下の試験会場規約を遵守いただきます。
　 規約を今一度ご一読ください。懸念点などがある際には備考欄に追記ください。
1. 試験会場、及び試験サポートが可能なロボットに関して熟知した担当者1名の人員は、責任をもって確保すること。
2. 届け出た団体受験申込書の記載内容に従い、試験を実施し、これを変更する場合には、事前に試験事務局の承諾を得ること。
3. 適切な採光と静粛性を確保し受験者が試験に集中できる環境を整えること。
4. 試験は試験事務局からの指示に従い、公正かつ厳正に、不正が起こらないよう実施すること。
5. 試験会場において個別判断を要する事態が生じた場合は、必ずその事態を現地に派遣された検定監督官または試験事務局に連絡し、会場担当者の判断による行動を行わないこと。
6. 試験部材等の配布・回収に注意し、部数管理を徹底すること。また、試験前後における問題冊子の保管においては、責任者以外の目に触れないように管理すること。
7. 試験問題に関して、これを複写・複製せず、また他人にこれを伝え漏洩しないこと。試験終了後、試験事務局への返送物以外の資材等は、実施責任者の管理のうえ廃棄すること。
8. 合否結果や検定合格証書は、試験実施団体担当者から受験者に直接渡すか、もしくは試験実施団体が負担し郵送にて受験者宛に送付すること。
9. 個人情報の取扱いには細心の注意を払うこと。
10. 試験事務局からの運営に関する問い合わせに対して全面的に協力すること。
11. 試験当日は、各団体で試験サポート担当者1名を配置のうえ、試験を実施すること。また、問題の回収や名簿の作成など、試験事務局の指示に従い試験運営全般を支援すること。
12. 
	備考欄（懸念点、連絡などがございましたら記載ください。）

	








６．お問合せ先
	【お問い合わせ先】
ロボットＳＩ検定事務局（日本ロボットシステムインテグレータ協会内）
〒105-0011 東京都港区芝公園３丁目５番８号 機械振興会館 B108 号室
TEL：03(6453)0131 | FAX：03(6453)0132 | MAIL：sier@jarsia.jp
https://www.si-kentei.com
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